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１．はじめに  

 福島第一原子力発電所の事故により、放射性物質が環境中に放

出された。福島県川内村は福島第一の南西約 15～30 ㎞圏に位置し

ており、全域が緊急時避難準備区域と警戒区域に指定され、村外

への避難を余儀なくされた。その後、緊急時避難準備区域は

H23.9.1 に解除され、警戒区域は避難指示解除準備区域と居住制

限区域へ H24.4.1 に再編された(図-1)ものの、村内の空間線量率

は年間 20mSv 超過地点もあり、村民の全面的帰還には至っていな

い。効果的な除染技術の確認を目的とし、川内小学校付近の低線

量地区と村内南部の高線量地区の 2地区で、H23.12 に道路舗装面

と側溝の除染技術の実証試験を行った(図-2)。なお、本実証試験

は福島県の「福島県除染技術実証事業」に選定され、実施した。 

２．放射性物質による道路汚染の現状 

 事故により放出された放射性物質は道路舗装面にも降下し、そ

の後の降雨等により一部は道路側溝に流されて堆積している。道

路舗装面上に残留している放射性物質は、表面から深度 3 ㎜程度

までにほとんどが留まっているが、舗装の凹凸や亀裂、継ぎ目や

ひび割れ等に強く付着しており、事故から 1 年以上経過した現時

点では、通常の高圧洗浄では容易に除去できない状況にある。ま

た、側溝堆積物は放射能濃度が高く、有蓋側溝では全ての蓋を開

けて除去することが一般的であるが、特に高線量地区では開蓋作

業に伴う被曝を最小限に抑える必要があった。 

３．実証試験方法 

 道路舗装面の除染方法には、切削や洗浄による放射性物質の除

去と、オーバーレイ舗装による放射性物質の遮蔽がある。これら

の除染方法を組み合わせて実証試験を実施した(表-1)。有蓋側溝

では、蓋を開けずに堆積物を洗浄吸引で除去出来る除染方法を実

証した。各除染方法の概要を以下に示す。 

① 平削り：50 ㎜程度の通常の舗装面切削に対し、超硬回転刃で

表層 3 ㎜程度を平滑に切削し、切削屑を吸引する方法。切削

屑の発生量を抑制できる(図-3)。 

② ショットブラスト：研削材(鉄球)を打ち付けて、舗装表面を剥

離･切削し、切削屑と鉄球をバキューム吸引により回収し、鉄

球は磁石で分離して再利用する方法。舗装面の起伏に追随し

て除染できる(図-4)。 

③ 薄層切削：粉塵防止のため舗装面に散水して、路面切削機によ

り舗装表層を約 5mm を切削し、路面清掃車で切削屑を回収す

図-1 避難区域と川内村の位置 

図-2 実証試験実施地点 

表-1 除染方法の組み合わせ 

図-3 平削り 施工状況 

低線量地区
空間線量率

約 0.4μSv/h

高線量地区
空間線量率

約 3μSv/h

旧緊急時避難準備区域 

旧警戒区域

居住制限区域 

川内村 

避難指示解除 

準備区域 

福島第一 

原子力発電所

計画的避難区域 

警戒区域

20 ㎞

20 ㎞

(除去) (遮蔽) 低線量地区 高線量地区

① 平削り → ⑦ 薄層舗装 歩道(低-1) 車道(高-1)

② ショットブラスト → ⑦ 薄層舗装 歩道(低-2) 車道(高-2)

③ 薄層切削 → ⑦ 薄層舗装 歩道(低-3) 車道(高-3)

④ 超高圧洗浄 → ⑦ 薄層舗装 歩道(低-4)

⑤ 機能回復車 → ⑦ 薄層舗装 車道(高-4)

④ 超高圧洗浄 ＩＬＢ(低-5)

⑤ 機能回復車 車道(低-6)

歩道(低-7)

車道(低-8)

方法
除染方法の組み合わせ 実証試験実施地点

切削
＋

遮蔽

洗浄
＋

遮蔽

洗浄
のみ

⑥ 側溝内高圧洗浄

川内小学校 
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る方法。切削屑の発生量を抑制できる。 

④ 超高圧洗浄：超高圧水洗浄機(80～100MPa)により、舗装面を洗

浄する方法。汚水はバキューム車で吸引回収して水処理施設

で処理する(図-5)。 

⑤ 機能回復車：目詰等により排水機能が低下した排水性舗装の機

能回復を図るための車両で、高圧洗浄水(2～4Mpa)を舗装面に

噴射し、放射性物質を含んだ土砂などを除去すると同時に汚

水を吸引回収する方法。回収水は水処理設備で処理する。処

理能力が 2,000 ㎡/日と高い(図-6)。 

⑥ 側溝内高圧洗浄：人間が入ることのできない管渠での堆積物の

除去に用いられる方法。有蓋側溝で用いることにより、蓋の

開口を 100m で 1 箇所程度に削減でき、作業員の被曝量の低減

と、作業効率の向上が図れる(図-7)。 

⑦ 薄層舗装：50 ㎜程度の通常の As 舗装厚に対し、特殊改質剤を

使用し 15mm の薄層で既設舗装上にオーバーレイ舗設して舗

装面の放射性物質を遮蔽する方法。除去による方法と異なり

除去物が発生しない。薄層のため使用材料を削減でき、隣地

への摺り付けも容易である。また切削後の荒れた路面を円滑

にできる。 

各除染方法での空間線量率等の測定点は 10m 毎の 3点とし、NaI

シンチレーションサーベイメータにより測定点の表面から高さ 1

㎝、50 ㎝、1m での空間線量率と、GM サーベイメータにより高さ 1

㎝での表面汚染密度の測定をした。高さ 1 ㎝での測定は鉛コリメ

ータで遮蔽して測定した。なお、測定は福島県が行った。 

４．実証試験結果 

高線量・低線量地区での各除染方法について除

染前、除染後で舗装前、舗装後の表面汚染密度測

定結果とその低減率を図-8 に示す。なお、除染

で発生した汚染水は全て回収して、水処理施設で

処理し、処理水の放射性セシウム濃度が検出下限

値(1Bq/㎏)以下であることを確認して放流した。 

５．まとめ 

 ⑤機能回復車よりも、②ショットブラストなど

の切削による除染の方が高い除染効果が認めら

れた。⑦薄層舗装による除染は、全点で表面汚染

密度の低減率が 90%以上であり、除染効果が高い。

切削による除染においては、道路表面が荒れるた

め、薄層舗装と併せての施工は効果的であった。

⑥側溝内高圧洗浄による除染は側溝蓋を開ける

ことなく、高い除染効果が得られた。 

 キーワード 除染，道路舗装，側溝，空間線量率，放射性セシウム，福島第一原子力発電所 
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図-8 実証試験結果 

図-4 ショットブラスト 施工状況 

図-5 超高圧洗浄 施工状況 

図-6 機能回復車 施工状況 

※表面汚染密度は、測定値からバックグラウンド値(80cpm)を差し引いた値 
※低減率(%)＝（除染前－除染後舗装前または舗装後）／除染前×100

図-7 側溝内高圧洗浄 概要図 
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